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阪急武庫之荘駅を出発～徒歩～武庫川河川敷コス
モス園～徒歩～阪急武庫之荘駅にて解散（約７キ
ロ、所要片道 60分ほど）

秋の武庫川ウォークに (　　) 人参加します

↑一昨年のコスモス園の様子（尼崎市ホームページより）。
約13,000 ㎡の敷地に約550万本のコスモスが咲き誇る。

会員の先生はじめ、
　ご家族 ･職員のみの
　　　　ご参加も大歓迎 !!

月　　日 (   )11 12 日

第２回

秋の武庫川ウォーク
コスモス園散策

秋の武庫川ウォーク
コスモス園散策

集合：14：20　阪急武庫之荘駅北口

兵庫県保険医協会尼崎支部　文化企画のご案内

お問合わせは、事務局 長澤・石本まで
　TEL:078-393-1805

参加無料 ※小雨決行 ( 荒天時は中止 )

阪急武庫之荘駅から武庫川へむけて

ウォーク、河川敷の美しいコスモス畑を

散策します。
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兵庫県保険医協会　　　

尼崎支部ニュース
                  　〒 660-0055　尼崎市稲葉元町 2－ 11 － 10　八木クリニック
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　協会 ・ 保団連は９月 28 日、 保

団連中央要請行動を実施。 診

療報酬引き上げ ・ 窓口負担の軽

減、 保険でより良い歯科医療など

の実現を訴えた。 「保険で良い歯

科医療の実現を求める９ ・ 28 市

民集会」 にも兵庫から、 八木秀

満副議長 （尼崎支部長）、 加藤 ・

足立両副理事長、 冨澤評議員ら

が参加した。 （兵庫保険医新聞

10/15 付で詳細既報 )中央要請行動で要望書を
手渡す八木支部長 (左から３人目 )

診療報酬の引き上げ、 窓口負担の軽減、
保険で良い歯科医療の実現を

　兵庫県選出国会議員への要請では、 日

本共産党の堀内照文衆議院議員と山下よ

しき参議院議員が面談に応じ、 堀内議員

は、 「診療報酬引き上げ ・ 窓口負担引き

下げが必要という思いは一緒」 などとした。

　「保険で良い歯科医療の実現を求める」

全国連絡会が開催した集会には、 医師 ・

歯科医師 ・ 医療関係者 ・ 市民 224 人が

参加。 足立副理事長が、 兵庫協会が県

内の小 ・ 中 ・ 高等学校、 特別支援学校

などを対象に実施した学校歯科治療調査

結果について報告を行った。

　最後に、 参加者は、 窓口負担の大幅軽

減、 保険のきく歯科治療範囲の拡大、 歯

科衛生士と歯科技工士の待遇改善、 歯科

医療費の総枠拡大などを求めるアピール

を採択。 集会後には、 有楽町で街頭宣伝

を行い、 通行人に 「保険で良い歯科医療

の実現求める」 請願署名への協力を訴え

た。

中央要請行動を実施
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第 526回幹事会だより
10 月 13 日（金） 於 阪神尼崎「天竹」

○ 尼崎支部の会員数
　10/12 現在　医科 372 人、歯科 155 人
○ 医療をめぐる情勢と運動対策
　当面の支部企画、医療情勢などについて意見交換した。
○ 次回の幹事会　11 月 17 日に開催。

尼崎社会保障推進協議会２０１7年度総会

人間らしく生きる権利の確立を

　協会尼崎支部も参加している尼崎社

会保障推進協議会の 2017 年定期総会

が 10 月 14 日（土） に開かれた。

　記念講演では、生活保護問題対策全

国会議事務局長の小久保哲郎氏が「く

らしと憲法、人間らしく生きる権利を

求めて～私たちはどうたたかうか～」

と題して講演。先進各国と比較して日

本は生活保護の利用率、捕捉率ともに

低いことを紹介し、そもそも社会保障

費が低すぎること、権利性が未確立で

あることを指摘した。

　議事では、小林事務局長から、尼崎

市との懇談や学習会、宣伝などの活動

に取り組んできたことが報告されたほ

か、医療・介護の充実、年金、保育な

ど社会保障の各分野での要求実現に向

けて引き続き積極的に運動を展開する

方針が採択された。新年度役員体制で

は、八木支部長が会長に再任された。

加盟団体から取り組みの報告が行われた
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兵庫県保険医協会 尼崎支部 医療安全管理対策研修会 

医療機関内での感染対策ラウンド（巡視）の 

ポイントとコツ 
日 時 12 月2 日(土)14 時～16 時 

会 場 尼崎市中小企業センター会館 5階 501 

（尼崎市昭和通 2-6-68 TEL.06-6488-9501） 

講 師 小川 麻由美氏（済生会兵庫県病院 感染管理認定看護師） 

参加費 1,000円 (受講された方には受講証を発行します) 

 

感染対策の一環として、現場での感染対策が正し

く行えているかを定期的にチェックすることは重

要です。医療機関各所でラウンド（巡視）を行い、

感染対策上の問題点を抽出し改善することで、感染

症の発生やアウトブレイクを未然に防ぐことにつ

なげることができます。皆さまは感染対策の視点か

らのラウンドを定期的に行えているでしょうか？ 
今回はどのような感染対策ラウンドを行えばよ

いのか、ラウンドの視点のポイントとコツをお伝え

したいと思います。 
ここで学んだことを自施設に持ち帰り、感染対策

の評価と今後の対策を講じていただくきっかけに

なればと考えています。講師は、済生会兵庫県病院

で感染管理認定看護師としてご活躍されている小川麻由美さんにお話いただきます。 
医療法で「医療安全管理」「院内感染対策」に関しては、職員・従業者の研修を年 2 回程
度実施することが求められています。無床診療所(医科・歯科)の場合は、外部研修でも認め
られていますので、この機会をぜひご活用ください。なお協会未入会の医療機関は入会の上

ご参加ください。 
                         お問い合わせは、078-393-1805 長澤・石本まで 

FAX(078)393-1802 

尼崎支部「医療安全管理対策研修会」 参加申込書 (12月 2日) 

参 加 者 名 職    種 
  
  
  
  
 

 

地区 (       ) 医療機関名(                   )  

ご担当者名(            ) ご連絡先(                        ) 


